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論壇
Ⅰ
�
は
じ
め
に

近
年
、
中
小
企
業
を
取
り
巻

く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
お

り
、
そ
れ
に
伴
い
事
業
承
継
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
様
々
な
議

論
が
進
ん
で
い
る
。
中
小
企
業

庁
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
1
9

9
9
年
に
は
約
4
8
6
万
も
あ

っ
た
中
小
企
業
の
数
が
、
2
0

1
4
年
で
は
約
3
8
1
万
と
な

り
、
15
年
間
で
約
1
0
0
万
も

減
少
し
て
い
る
。
さ
ら
に
今
後

10
年
の
間
に
、
70
歳
を
超
え
る

経
営
者
の
数
は
約
2
4
5
万
人

と
見
込
ま
れ
、
そ
の
う
ち
約
半

数
の
1
2
7
万
（
日
本
企
業
全

体
の
約
3
割
）
が
後
継
者
を
ま

だ
決
め
て
い
な
い
状
況
に
あ
る

と
い
う
。

中
小
企
業
庁
で
は
、「
事
業

承
継
を
中
心
と
す
る
事
業
活
性

化
に
関
す
る
検
討
会
」
及
び

「
事
業
承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改

訂
小
委
員
会
」
を
発
足
し
、
そ

こ
で
の
検
討
を
経
て
、
平
成
28

年
12
月
5
日
に
、
10
年
ぶ
り
の

改
訂
と
な
る
「
事
業
承
継
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
公
表
し
た
。
ま

た
そ
れ
に
伴
い
、
事
業
承
継
の

支
援
を
め
ぐ
る
様
々
な
働
き
か

け
や
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
小
企
業
の
事

業
承
継
環
境
の
中
で
、
中
小
企

業
の
減
少
は
、
日
本
経
済
の
イ

ン
フ
ラ
の
弱
体
化
に
つ
な
が
り

経
済
成
長
の
大
き
な
足
か
せ
に

な
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
企

業
を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
し
て
い

る
税
理
士
に
と
っ
て
も
重
要
な

問
題
と
い
え
る
。

今
回
は
こ
の
加
速
す
る
大
事

業
承
継
時
代
に
、
わ
れ
わ
れ
税

理
士
が
職
業
専
門
家
と
し
て
ど

の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
く
べ

き
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

Ⅱ
�
加
速
す
る
事
業
承
継
の
支
援
施
策

中
小
企
業
庁
は
「
事
業
承
継

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
事
業
承

継
支
援
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な

積
極
的
な
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

①

金
融
機
関
、
商
工
会
、
商

工
会
議
所
等
の
「
事
業
承
継
診

断
票
（
相
対
用
）」
の
活
用

経
営
者
に
と
っ
て
身
近
な
支

援
機
関
で
あ
る
金
融
機
関
や
商

工
会
・
商
工
会
議
所
等
の
実
務

担
当
者
は
、
日
常
の
経
営
者
と

の
関
わ
り
の
中
で
、「
事
業
承

継
診
断
票
（
相
対
用
）」
に
基

づ
く
対
話
を
通
じ
、
経
営
者
に

対
し
て
事
業
承
継
に
向
け
た
準

備
の
き
っ
か
け
を
提
供
す
る
取

り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

②

経
営
者
へ
の
直
接
的
な
働

き
か
け
と
し
て
の
「
事
業
承
継

診
断
票
（
自
己
診
断
用
）」
の

活
用「

事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ

ー
」
で
は
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

に
よ
る
「
事
業
承
継
診
断
（
自

己
診
断
用
）」
を
実
施
し
て
お

り
、
中
小
企
業
経
営
者
が
自
身

の
置
か
れ
た
状
況
を
把
握
し
、

積
極
的
な
事
業
承
継
に
向
け
た

準
備
を
促
す
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
諸
施
策
は
好
む
と

好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、

我
々
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
も
例

外
な
く
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

詳
し
く
は
、
中
小
企
業
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
参
照
し
て

ほ
し
い
。

事
業
承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
：
4
6
0
1
Ｋ

Ｂ
）

h
ttp
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0
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Ⅲ
�
国
か
ら
地
方
へ
の
施
策
移
行
に
伴
い

各
地
域
会
の
体
制
強
化
を
！

平
成
29
年
4
月
1
日
よ
り
、

中
小
企
業
経
営
承
継
円
滑
化
法

に
よ
る
支
援
の
適
用
の
う
ち
、

事
業
承
継
税
制
（
非
上
場
株
式

等
に
係
る
贈
与
税
・
相
続
税
の

納
税
猶
予
及
び
免
除
の
特
例
）

と
金
融
支
援
制
度
の
適
用
を
受

け
る
た
め
に
必
要
な
書
類
の
提

出
や
手
続
き
の
相
談
窓
口
が
、

こ
れ
ま
で
の
経
済
産
業
局
で
は

な
く
、
申
請
し
た
企
業
の
主
た

る
事
務
所
が
所
在
し
て
い
る
都

道
府
県
に
変
更
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
各
都
道
府
県
の

関
係
部
署
は
大
変
慌
た
だ
し
く

行
政
手
続
き
の
準
備
を
行
っ
て

い
る
が
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
み
な

ら
ず
ノ
ウ
ハ
ウ
に
も
課
題
を
抱

え
て
お
り
、
各
都
道
府
県
に
お

い
て
「
信
頼
で
き
る
相
談
相

手
」
と
し
て
の
役
割
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
特
に
「
事
業
承
継

税
制
」
は
税
務
の
分
野
で
あ

り
、
わ
れ
わ
れ
税
理
士
が
サ
ポ

ー
ト
で
き
る
業
務
で
あ
る
。
今

後
、
税
理
士
会
の
各
支
部
が
、

各
都
道
府
県
の
担
当
窓
口
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
な
関
係
を

構
築
す
る
た
め
に
も
、
事
業
承

継
を
支
援
す
る
体
制
を
強
化
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

Ⅳ
�
税
理
士
の
目
線
で
み
る
相
続
税
制

昭
和
29
年
以
降
平
成
14
年
ま

で
の
相
続
税
の
最
高
税
率
は
、

ほ
ぼ
70
％
（
昭
和
50
年
〜
昭
和

62
年
：
75
％
）
と
い
う
高
水
準

で
あ
り
、
私
の
記
憶
で
は
そ
の

当
時
の
相
続
を
体
験
し
た
富
裕

層
は
「
相
続
が
3
代
続
く
と
財

産
は
な
く
な
る
」
と
嘆
い
て
い

た
時
代
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

そ
れ
ま
で
の
事
業
承
継
の
一
番

大
き
な
課
題
は
「
相
続
税
の
負

担
を
い
か
に
軽
減
で
き
る
か
」

と
い
う
相
続
税
対
策
が
主
流
で

あ
っ
た
。
平
成
15
年
か
ら
相
続

税
の
最
高
税
率
が
50
％
（
平
成

27
年
か
ら
は
55
％
）
と
な
り
、

事
業
承
継
支
援
業
務
の
中
で
の

「
税
負
担
」
の
課
題
は
、
他
の

事
業
承
継
に
お
け
る
経
営
上
、

法
律
上
、
金
融
上
の
課
題
等
と

相
対
的
に
低
く
な
っ
た
と
は
い

え
、
ま
だ
事
業
承
継
の
中
心
的

な
地
位
に
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
れ
ば
経
営
者
の
相
談
相
手

と
し
て
や
は
り
「
税
理
士
」
と

い
う
声
が
一
番
多
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
個
々
の
税

理
士
の
視
点
に
立
っ
て
み
る

と
、
現
在
の
税
制
や
通
達
に
拘

束
さ
れ
な
が
ら
事
業
承
継
支
援

業
務
を
行
っ
て
お
り
、
本
来
あ

る
べ
き
は
ず
の
税
制
と
い
う
よ

り
も
現
状
の
税
制
に
縛
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

Ⅴ
�
時
代
に
即
応
し
た
事
業
承
継
税
制
の

改
正
を
！

〜
平
成
30
年
度
改
正
点
を
見
据
え
て
〜

平
成
21
年
度
税
制
改
正
で
創

設
さ
れ
た
非
上
場
株
式
等
に
係

る
相
続
税
・
贈
与
税
の
納
税
猶

予
及
び
免
除
制
度
（
事
業
承
継

税
制
）
は
、
そ
の
後
改
正
さ
れ

注
目
を
浴
び
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
ひ
と
り
の
税
理
士
と

し
て
は
次
の
点
に
課
題
が
あ
る

よ
う
に
思
う
。

①
公
平
な
税
負
担
の
観
点
か

ら
み
る
と
、
利
用
状
況
が

一
部
の
富
裕
層
で
あ
り
、

大
部
分
の
中
小
企
業
に
は

活
用
さ
れ
て
い
な
い
。

②
本
来
国
民
に
理
解
と
納
得

の
で
き
る
税
制
で
あ
る
べ

き
な
の
に
、
発
行
済
議
決

権
株
式
数
の
3
分
の
2
、

相
続
税
に
お
け
る
課
税
価

格
の
80
％
な
ど
の
制
約
に

よ
り
、
一
般
の
経
営
者
が

そ
の
効
果
を
計
測
す
る
こ

と
が
難
し
い
。

③
中
小
企
業
が
税
制
を
活
用

す
る
際
に
必
要
な
手
続
き

は
、
適
正
な
範
囲
内
の
事

務
負
担
で
行
え
る
べ
き
で

あ
る
が
、
5
年
間
の
都
道

府
県
へ
の
報
告
と
税
務
署

へ
の
届
出
、
さ
ら
に
そ
の

後
も
後
継
者
が
事
業
を
継

続
す
る
限
り
3
年
お
き
の

届
出
が
要
求
さ
れ
る
な

ど
、
そ
の
手
続
き
は
煩
雑

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
、

大
事
業
承
継
時
代
に
適
合
す
る

税
制
改
正
を
行
う
必
要
が
あ

り
、
中
小
企
業
が
分
か
り
や
す

く
活
用
し
や
す
い
も
の
に
変
え

て
い
く
こ
と
は
時
代
の
ニ
ー
ズ

で
あ
る
。
現
場
の
経
営
者
の
意

見
を
聞
く
と
、
納
税
猶
予
で
は

な
く
免
除
、
発
行
済
議
決
権
の

3
分
の
2
か
ら
1
0
0
％
、
相

続
税
の
課
税
価
格
の
80
％
か
ら

1
0
0
％
な
ど
の
税
制
緩
和
の

拡
大
を
希
望
す
る
声
が
数
多
く

見
受
け
ら
れ
る
。
平
成
30
年
度

税
制
改
正
に
お
い
て
は
、
事
業

承
継
税
制
の
抜
本
的
拡
充
が
な

さ
れ
、前
述
の
課
題
の
大
部
分
に

つ
い
て
は
改
善
さ
れ
る
よ
う
だ
。

し
か
し
な
が
ら
、「
納
税
猶

予
」
か
ら
「
免
除
」
へ
の
制
度

移
行
は
未
だ
に
不
完
全
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後

議
論
す
べ
き
課
題
と
言
え
る
。

Ⅵ
�
信
頼
感
を
得
る
顧
問
税
理
士
像
の

確
立

わ
れ
わ
れ
税
理
士
は
そ
の

時
々
の
社
会
の
要
請
に
応
じ
た

直
接
的
か
つ
迅
速
な
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

近
年
、
相
続
大
増
税
時
代
や

大
事
業
承
継
時
代
な
ど
を
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
る
他
分

野
の
専
門
家
・
金
融
機
関
・
不

動
産
業
・
保
険
業
が
急
増
し
て

い
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
者
と
わ
れ

わ
れ
税
理
士
が
大
き
く
異
な
る

点
は
、
専
門
家
と
し
て
の
加
重

と
も
い
え
る
責
任
に
あ
る
。
中

小
企
業
を
ヒ
ト
に
例
え
る
な
ら

ば
、
経
営
者
と
は
い
わ
ば
企
業

の
「
心
臓
部
分
」
で
あ
り
、
事

業
承
継
で
の
経
営
者
交
代
は

「
心
臓
移
植
手
術
」
と
同
じ
よ

う
に
大
変
な
事
柄
と
い
え
る
。

そ
の
中
心
的
な
位
置
に
い
る
わ

れ
わ
れ
税
理
士
は
、「
心
臓
移

植
手
術
の
執
刀
医
師
」
と
し

て
、
義
務
と
大
き
な
責
任
が
課

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

特
に
近
年
の
判
例
を
み
る

と
、
税
理
士
の
責
任
は
重
負
担

化
の
傾
向
に
あ
り
、
税
務
に
関

す
る
専
門
家
と
し
て
、
租
税
法

令
に
規
定
さ
れ
た
納
税
義
務
の

適
正
な
実
現
の
た
め
に
「
高
度

な
善
管
注
意
義
務
」
を
負
わ
さ

れ
て
い
る
。

今
後
5
年
か
ら
10
年
に
か
け

て
中
小
企
業
の
事
業
承
継
が
大

き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る

中
で
、
税
理
士
は
自
己
の
ス
キ

ル
の
更
な
る
研
鑽
に
努
め
る
と

と
も
に
、
中
小
企
業
庁
や
都
道

府
県
、
法
務
な
ど
の
他
分
野
の

専
門
家
と
の
提
携
を
深
め
な
が

ら
、
自
己
の
職
域
の
大
き
な
柱

の
中
に
「
顧
問
税
理
士
主
導
に

よ
る
事
業
承
継
支
援
業
務
」
を

位
置
づ
け
る
べ
き
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

大
事
業
承
継
時
代
に
お
け
る
税
理
士
の
果
た
す
べ
き
役
割

城所弘明
【芝】
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